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特　集

学修者本位の教育の実現、学びの質の向上を目指した大学教育のDX構想（その１）

１．はじめに

根拠に基づいた医療の実践には、基礎となる知

識や技術の習得と、知識や技術を活用して課題を

解決するための思考力、推論力、判断力が求めら

れます。しかし、学生にとって、経験している現

象に思考や記憶を自動的に適応させて実践するこ

とは容易ではありません。臨床現場での複雑な状

況の中で優先性を判断し、確実に役割を果たすた

めには、医療に関連する単語や知識・技術の習得

とともに、批判的思考や省察的思考を発達させる

ことが重要です。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世

界的パンデミックにより我々の生活は大きく変化

し 、 急 速 に 社 会 全 体 の Information and

Communication Technology（ICT）化が進んで、

virtual reality（VR）等による学修教材の開発も進

んできました。ICTとシミュレータを活用した教

育は、学生の知識・技術のレディネスを踏まえた

上で、学修者中心の学修計画に基づき、繰り返し

トレーニングできる場を提供できると

いう利点があります。

本稿では、本学全体で取組んできた

総合情報環構想のもと、保健学科で採

択されました「デジタルを活用した大

学・高専教育高度化プラン」の【取組

み②】「学びの質向上」について紹介

させていただきます。

２．保健学科における本事業の

具体的取組み

多様化・複雑化する医療のニーズに

対応できる医療人の育成においては、

学生が「何を学ぶか」に加え、「どの

ように学ぶか」が重要です。生涯にわ

たる学びを継続するためには、学生

個々が学修に自律的・主体的に取組み、実践する

態度を習得できる教育の工夫が必要だと考えま

す。そこで、本事業では、図１に示すように、社

会変化に対応する未来型次世代教育の実現を目指

し、「学生が自律的に学び続ける力の育成」「行動

と経験の見える化による教育の高度化」「デジタ

ル化による教育の効率化」を目標に、VR（仮想

現実）、AR（拡張現実）、MR（複合現実）などの

クロスリアリティ（XR）やシミュレータによる

仮想学修環境を構築することで、学生の【スキル

の育成】および【学ぶ意欲と態度の育成】と【熟

練者暗黙知の形式知化】を図ることを目的としま

した。

【スキルの育成】では、医療機器を用いた実

験・実習での密を回避し、学修を効果的に進める

ために、シミュレーション教育とMRを組み合わ

せ、従来の学修環境では実現困難だった多次元的

な体験学修を可能とする学修コンテンツを作成し

ました。
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図１　本事業の狙い：社会変化に対応する未来型次世代教育の実現
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境の整備は、５つの環のうち、「情報サービスの

環」と「インフラ基盤の環」を推進するものです。

また、本事業を進めるにあたって、コンテンツ

に必要な題材の収集やシミュレーションのシナリ

オ作りは、保健学科の教員だけではなく、医学科

や大学病院の教員の協力を得ながら進めることが

できました。その結果、部局間の連携がより強化

されたとともに、バーチャルシステムを使った次

世代型教育に向けた各教員の講義改善のアイデア

の種を刺激して発芽させる仕組みが構築できたと

考えます。このように、コンテンツ作成において

教員間でディスカッションし、技術を共有するこ

とで、総合情報環構想の「組織連携の環」が強化

されました。

４．今後の展望

本事業で作成したコンテンツを学内外を越えて

活用することによって、組織的・人的連携の充実

による、さらなる組織連携の環の強化が期待でき

ます。また、仮想体験型のオープンキャンパスや

高大連携による体験型講座を企画し、活用するこ

とで高校生に対する進路選択の機会を提供するこ

とも可能だと考えます。大学病院と連携すること

で、今後求められる医師からのタスク・シフトに

も対応できる医療人育成に向けた教材開発も期待

できます。

今後は、作成したコンテンツや仮想学修に対す

る学生評価や講義改善のアイデアを取入れ、コン

テンツを充実させながら、学生と共に学ぶ意欲を

高める組織作りを実現していきたいと思っていま

す。
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図２　本学DX推進計画における本事業の位置づけ
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具体的には、病院や在宅を再現した環境を作り、

学生が患者の身体状態を観察したり、ME機器の

操作を体験できるよう、実践能力の習得を促す操

作のポイントを実空間上に仮想表示するシステム

を構築しました。

【学ぶ意欲と態度の育成】では、臨床での学び

にくい事例について、VRやMRによる体験型実習

を取入れ、さらに臨地実習と学内実習を組み合わ

せることで、短期間の臨地実習でも学びの質を向

上できる環境を構築しました。具体的には、感染

予防策や無菌操作を確実に実施できるような技術

と態度の習得を促すために、吸引や口腔ケア時の

飛沫を可視化し、病原微生物による特殊な環境を

体験できるコンテンツを作成しました。

【熟練者暗黙知の形式知化】では、AIを用いた

熟練者の行動分析から熟練者のノウハウを解明で

きるシステムを開発することで、熟練者の暗黙知

を形式知化し、教育にフィードバックできるシス

テムを構築しました。具体的には、処置時の熟練

者と新人による対象者への視線、声かけ、技術の

違いを分析し、熟練者のノウハウを形式知化でき

るシステムを構築しました。

３．本学の総合情報環構想と本取組みと

の関係

本学のDX推進計画は、「情報サービスの環」

「インフラ基盤の環」「IR（Institutional Research）

データベースの環」「セキュリティ基盤の環」「組

織連携の環」の５つの環による総合情報環構想に

よって進められてきました。

図２に示すように、本事業における仮想学修環


